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業界調査によると、ほ

ぼすべての開発者がオ

ープンモデルを試行し

ており、企業の約2/3

（63%）がオープンモ

デルを採用していま

す。 

の

AI を導入してい
る組織は、 

何らかの形で 
オープンソース 

AI (OSAI) を 
インフラに使用
しています。  

AIによる事業部門コス

トの50%以上の削減

と、オープンソースソ

フトウェアのコスト削

減効果を組み合わせる

と、 OSAIが収益増加に

大きな可能性を秘めて

いることが示唆されま

す。 

2/3の組織

が、 OSAI は独自 

AI よりも導入コ

ストが安いとレポ

ートしており、ほ

ぼ半数がコスト削

減を理由に OSAI 

を選択していま

す。 

オープンソースはAI
イノベーションにポ
ジティブな影響を与
える: 組織間の協業
が促進されること
で、高品質なモデル
の迅速な開発が実現
する。 

 
 

中小企業は、大
企業よりも.高い
割合でOSAIを採
用しています。 

 

OSAI は、プライバ

シーを保護するエッ

ジアプリケーション

や、推論時間の長い

推論モデルを駆動す

る小型モデルの基盤

となるでしょう。 

OSAIは、製造業界にお
いて、大きな影響を与
えることが見込まれて
います。 オープンモ
デルがAIを業務プロセ
スに直接統合するため
の必要な柔軟性を提供
します 

ヘルスケア分野におい

て、オープンモデルは

独自モデルと同等の性

能を発揮することが実

証されており、医療機

関がOSAIを採用しても

性能を犠牲にすること

なく導入可能であるこ

とが示されています。 
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エグゼクティブサマリー 
 

この調査では、これまでの学術文献や業界文献、および Linux 

Foundation(LF)Research の実証的データの包括的な分析を通

じて、オープンソース人工知能(OSAI)の市場への影響を評価お

よび予測します。本調査は世界規模で実施されており、可能な

限り米国および欧州に特化した知見も含まれています。本調査

ではまず、OSAIの導入率を検証し、ほとんどの企業が既にAIを

導入していることが明らかになりました。LFの調査によると、

調査対象となった組織の94%が既にAIツールとモデルを導入し

ており、AI導入企業の89%がインフラに何らかのオープンソー

スを活用しています。組織規模とOSAI導入率の関係性について

は、企業規模とOSAI導入率の間に逆相関関係があり、特に小規

模企業はオープンソースツールを優先していることが示されて

います。 

 
本レビューでは、生産性向上、コスト削減、収益増加など、OSAI

の経済的メリットに関する既存のエビデンスを分析しています。

LF Researchの調査結果によると、調査対象となった組織の2/3は、

OSAIはプロプライエタリAIよりも導入コストが低いと考えており、

ほぼ半数がコスト削減を理由ににオープンソースを選択している

と回答しています。Harvard Business Schoolによるオープンソ

ースソフトウェ ア(OSS)に関する調査では、OSSの導入により、

企業の支出はOSSがない場合に比べて3.5倍削減され、生産性とイ

ノベーションも向上することが示されています。AIがコスト削減

と生産性にプラスの影響を与えるというエビデンスと照らし合わ

せると、本調査はOSAIが組織のコストとイノベーションに与える

さらなる影響について、いくつかの知見と予測を示しています。 

 

AIが労働力に与える影響、そして雇用創出の可能性が雇用代替よりも

優先されることから、短期的にはAIが労働者を置き換えることはない

ことが分かります。LF Researchの調査によると、過去2年間に調査対

象となった採用担当者の95%が、AIによる人員削減の予定はないとの

ことです。長期的に見ても、AIは必ずしも代替につながるわけではあ

りません。サプライチェーン／在庫管理やカスタマーサービスといっ

た一部の職種はAIに置き換えられる可能性はありますが、ほとんどの

職種ではAIによる自動化は部分的にしか見られず、AIは職務を補完す

る役割を担うことになります。実際、AIスキルを保有することで、労

働者の賃金は20%以上上昇する可能性があります。 

 

最後に、医療、エネルギー、農業、建設、製造業におけるAIの導入と

潜在的な影響について検証したところ、先行研究では各セクターでAI

の価値が数十億ドルに達すると予測されています。しかし、セクター

によっては影響が異なるケースもあります。例えば、エネルギー分野

では、AIのニーズを満たすデータセンターからの需要が増加していま

すが、AIはエネルギー消費の監視、エネルギー需給の予測、新規発電

所の設計と導入、自律的な運用と保守、排出量の予測、新素材の特定

などを通じて、この分野に大幅な進歩と効率性をもたらす可能性があ

ります。ヘルスケア分野におけるAIの可能性も計り知れません。生産

性とリソースの節約は、ヘルスケア分野に世界全体で1,500億ドルか

ら2,600億ドルの付加価値をもたらす可能性があります。また、この

分野が直面するプライバシーと財政上の制約により、オープンソース

は魅力的な選択肢となっています。 

 
このレポートは、エビデンスのギャップを解消し、OSAI に対する市

場の影響をより深く理解するための将来の実証的研究に関する推奨事

項で締めくくられています。
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導入 

オープンモデルは、様々な機能において、プロプライエタリモ

デルとの競合が激化しており、場合によっては既に凌駕してい

ます。1月にDeepSeekのR1モデルが、業界をリードするプロプ

ライエ タリモデルと同等、あるいはそれを上回る性能を、わ

ずか数セントで実証したことで話題をさらったことは、この変

化を最も的確に捉えた開発と言えるでしょう。1,2 しかし、これ

はほんの一例に過ぎません。オープンソースのフライホイール

はフル稼働しており、他のオープンモデルもベンチマークで上

位にランクインしています。3 Ai2のNathan Lambertは、OLMo 2 

32Bのリリース時に次のように述べています。 「長い間、真の
オープンソース版ChatGPTのを求める声が上がっていました が、
ついに実現しました。」 

 
この勢いは、定量化可能なトレンドによって反映されています。

Stanfordの2024 AI Index Reportによると、2023年にリリース

された149の基盤モデルのうち66%がオープン化されており、

2022年の44%、2021年の33%から大幅に増加しています。5 2025

年AI Index Reportによると、2024年だけでGitHub上のAIリポ

ジトリ数が40%増加しました。6 同時に、OSAIコミュニティ間の

コラボレーションの中心プラットフォームであるHugging Face 

Hubのリポジトリ数も増加しました。7 急成長を遂げ、150万モ

デルと35万データセットを超えました。Hugging Face Hubなど

のプラットフォームからのダウンロードデータによると、Meta

のLlamaモデル、MistralのMixtralモデル、 AlibabaのQwenモ

デルは、数百万回、いや数十億回もダウンロードされています。
8 
 

OSAIの定義 

OSAI の定義については議論が続いています。大まかに言えば、

これは AI システムとその構成要素 (ソフトウェア、データ、

モデル パラメータ (事前トレーニング済みの重みとバイアス)、

ツール、ドキュメントなど) を、使用、調査、変更、再配布を

許可する無料のオープン ソース ライセンスの下でリリースす

ることに関するものです。9 このレポートでは、OSAI という

用語を使用する場合、次のように定義される生成 AI の領域に

おけるオープン モデルに特に焦点を当てています。 
 

オープンモデルとは、Generative AI Commons の「モデルオープ

ンフレームワーク」で、そのアーキテクチャ、パラメータ（事前

学習済みの重みとバイアス)、およびドキュメントが、その使用、

調査、変更、再配布を許可する寛容なライセンスに基づいて公開

されている機械学習モデルと定義されています。10  

 
生成AIとは、明示的なプログラミングに従うのではなく、トレー

ニングデータからパターンや分布を学習することで、テキスト、

画像、音声、動画、および/またはコードなどの新規な出力を生

成するAIシステムやモデルを指します。生成AIには、次のような

ものが含まれますが、これらに限定されません：言語モデル（テ

キスト生成や要約などのタスクを可能にする)、視覚モデル（画

像生成や画像の改変などのタスクを可能にする)、およびマルチ

モーダルモデル（テキスト、画像、音声など複数のモダリティの

データで訓練され、テキストから画像の生成や画像からテキスト

の推論など、異なるモダリティ間の出力生成を可能にする)。こ

のうち、大規模、多様なデータセットによるトレーニング、さま

ざまな下流タスクへの適応性を特徴とする基礎モデルは、生成型 

AI システムの開発と応用において重要な役割を果たしています。
10 
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OSAIには、再現可能な研究の強化や広範な監視によるセキュリテ

ィの促進など、研究とイノベーションにとってのメリットが十分

に文書化されています。11,12,13,14 現在、 OSAIの市場への影響は、

業界リーダーの優位性に挑戦することから、中小企業と大企業が

同様に手頃な価格でカスタム AIアプリケーションを構築できる

ようにすることにまで、表面化し始めています。15 この傾向は既

に業界全体で明らかであり、ビジネス上の意思決定者の60%がオ

ープンソースに関連する大幅なコスト削減を報告し、開発者の

81%がオープンソース ツールの経験にますます専門的な価値を置

いています。16 

 

OSAI、特にオープンモデルの市場への影響はあまりよく理解され

ていませんが、オープンソース ソフトウェア (OSS) の影響と類

似している可能性があります。先行研究では、OSS がビジネスの

生産性や起業家精神からGDPへの貢献まで、莫大な経済的影響を

与えることが示されています。17,18 たとえば、広く使用されてい

る OSS の世界的な供給側の価値は推定 41億 5,000 万ドル、需

要側の価値は 8.8 兆ドルに達しており、OSSが存在しなかった場

合、企業はソフトウェアに 3.5 倍の費用をかける必要があるこ

とを示唆しています。19 米国では、2019年のOSSへの投資は推定

378億ドルで、現在のコストベースの純資産は 743 億ドルでした。
20 同様に、EUでは、企業が2018年にOSSに約10億ユーロを投資し、

EUのGDPに650億～950億ユーロをもたらし、企業の費用便益比は

1:4を超えています。21 独自仕様のソフトウェアではなく OSSを

選択すると、コスト削減、ベンダーロックインの回避、知識共有

によるイノベーションの加速につながることが十分に立証されて

います。これについては後述します。21,22  

 

 
OSAIの台頭は、同様の疑問を提起します。価値はどのように創

造され、獲得されるのでしょうか？AI業界における競争力はど

のように変化するのでしょうか？どのような新しいビジネスモ

デルが生まれるのでしょうか？このレポートでは、AIと伝統的

なソフトウェアを区別する独自の特性を認識しつつ、既存の研 

 

究成果を基盤に、OSAIの市場影響を分析しています。OSAIの普及率を

検証した後、本文献レビューでは、OSAIの市場への影響、この技術が

既に様々なセクターにどのような影響を与えているか、そして労働力

への影響の有無と程度を分析します。最後に、主要な調査結果の概要

と、今後の検討課題に関する考察を示します。 
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OSAIの採用率 

ソフトウェア開発において、AIの導入は既に広く普及しています。GitHubが2024年に米国、ドイツ、インド、ブラジルのソフトウェア開発

者2,000人を対象に実施した調査では、回答者の97%が業務内外で何らかの形でAIツールを使用したことがあることが明らかになりました。
23このように高い数値にもかかわらず、組織全体での正式な導入には躊躇する声も見られました。企業は特定のプロセス、ガバナンス、コ

ンプライアンス活動を再検討する必要があり、AIテクノロジーを信頼し、測定可能な成果を生み出す文化を構築する必要があるためです。 

 
AIの個別利用はソフトウェア開発者以外にも拡大しました。例えば、2025年のMcKinseyのレポートによると、経営幹部の53%が職場でAIを

定期的に利用しています。24 このレポートや他のレポートでは、AIの利用は特定の業種、大企業、スタートアップ企業に集中していること

が示されています。25  

 
Lawsonらによる2024年のLinux Foundationレポートによると、調査時点で回答組織の94%が何らかのレベルでAIを導入しています。26 こ

れらの組織の半数以上(55%)は米国またはカナダに所在し、18%がアジア太平洋地域、17%がヨーロッパに所在しています。次に、AIを導

入している組織におけるオープンソースの活用状況について調査しました。その結果、AI導入企業のコード基盤の41%がオープンソース

であり、導入企業の89%がAI基盤に少なくとも何らかのオープンソースを組み込んでいることがわかりました(図1参照)。 

 
図1. AI導入企業のオープンソースAIインフラを採用している企業の割合 

 
 
 
 
 

 
AI を導入している企業の 11% は、AI インフ

ラストラクチャはまったくオープンソースで

はないと回答し、25% はインフラストラクチ

ャの 1/4 から 1/2 がオープンソースである

と回答、17% は 1/2 から 3/4、20% は 3/4 

以上と回答しました。Source: Lawson, A., 
Hendrick, S., Rausch, N., et al (2024 
November). Shaping the Future of 
Generative AI: The Impact of Open Source 
Innovation. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation.org/hubfs/ 
LF%20Research/lfr_genai24_111924.pdf 

あなたの組織のジェネレーティブAIイニシアチブを支えるコードインフラストラクチャのうち、現在オープンソースから取得している割合はどのくらいですか？

（1つ選択してください）生成AIの採用状況をセグメント別にご回答ください。（1つ選択してください） 

平均値 

全体的な採用率: 41% 

低～中程度の採用率: 35% 

高～非常に高い採用率: 47% 

合計 GenAIの採用が比較的少ない GenAIの採用が非常に高い 

https://www.linuxfoundation.org/hubfs/LF%20Research/lfr_genai24_111924.pdf
https://www.linuxfoundation.org/hubfs/LF%20Research/lfr_genai24_111924.pdf
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McKinsey、Mozilla Foundation、および Patrick J. McGovern Foundationは最近、世界41カ国700名以上のテクノロジーリーダーを対象

に実施した調査の結果を発表しました。16 上記の調査結果と同様に、回答組織のほぼ3分の2(63%)がすでにオープンモデルを使用しており、

76%が今後数年間で組織によるOSAIの採用を増やす予定であることがわかりました。また、AIを競争優位性にとって重要だと考えている組

織は、オープンモデルやツールを使用する可能性が高いこともわかりました。Lawsonら(2024)が説明しているように、オープンソースは、

オープンソースの適応性と制御性、およびそれが提供するイノベーションと持続可能性の基盤を必要とする高度なAI機能を備えた組織に

とって差別化要因となります。26 レポートでは、「オープンソースコミュニティは、モデル、フレームワーク、および手法の最新の開発
へのアクセスを提供することで、その境界を継続的に押し広げています」と述べています。 

 
GitHubの2024年の調査では、OSAIが実際にどれほど普及しているかが示されており、ほぼすべての調査回答者がオープンモデルを試した

ことがあると述べています。27 Hugging FaceのOpen Source AI Year in Reviewは、2024年末のデータ収集でこの普遍性を最もよく示し、

OSAIのトレンドのスナップショットを捉えています。8 全体として、そのデータはオープンモデルが指数関数的に増加しており、2022年の

数千から2024年には100万以上に増加していることを示しています(図2を参照)。 

 
図2. HUGGING FACEモデルの成長、2022-2024 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Source: Hugging Face (n.d.). Open-source AI: year in review 2024. 
Retrieved April 22, 2025, from https://huggingface-open-source-ai-year- 
in-review-2024.static.hf.space/index.html 

この爆発的な成長チャートは、Hugging Faceコミュニティが2022年に数千のモデルから始まり、本日100万モデル

を超えるマイルストーンを達成するまでの軌跡を可視化しています。 

https://huggingface-open-source-ai-year-in-review-2024.static.hf.space/index.html
https://huggingface-open-source-ai-year-in-review-2024.static.hf.space/index.html
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McKinsey、Mozilla Foundation、および Patrick J. McGovern Foundationによるレポートには、OSAIの採用に関する国別の分析が含まれ

ています。16 彼らは、インド、英国、米国がオープン モデルの使用率が最も高い国であると結論付けており、これはそれぞれの技術分野

の相対的な成熟度によるものである可能性が高いと主張しています。 

 
 

 
中小企業と大企業における導入の比較 

 
前述のように、AI導入に関する調査では、組織の規模、業種、地理的な立地が重要であることが明らかになってい

ます。2018年Annual Business Survey(ABS)のデータの分析によると、大企業ではAI導入率が高く、中小企業では

導入率が低いことが示されています。25 しかし、スタートアップ企業に特化して調査したところ、創業初期に高い

成長率を示した企業はAIを導入•活用する傾向があり、研究者たちはAIこそが経済成長にとって最も重要な分野で

あると主張しています。スタートアップ企業が経済に足場を築くにつれて、AIの普及が促進され、AIの市場への影

響に大きな影響を与える可能性があります。 

 
5年後、小規模企業と起業家協議会(Small Business & Entrepreneurship Council)が2023年に実施した調査による

と、中小企業の3/4(75%)がAIを活用していることが明らかになりました。28 AI活用の主な動機としては、調査、

時間とコストの節約、競争圧力、そして同業他社からの影響などが挙げられます。調査対象企業のAIツールへの年

間投資額の中央値は1,800ドルで、大多数が今後12ヶ月以内に投資額を増やす予定であることがわかりました。 

 
OSAIに着目すると、Linux Foundationによる2024年の生成AIに関する調査では、企業規模と導入率の間に逆相関関

係が見られることが分かりました(図3参照)。29 OSAIの導入状況を企業規模別に見ると、小規模企業ではオープン

ソースの導入率が高く、大規模企業では優先順位が低いことが分かります。また、OSAIは中小企業にとってより優

先度が高いことも分かります（図4参照)。大企業はAIの導入率が高いものの、モデルやツールのオープン性につい

てはそれほど関心がないようです。しかし、AIを導入している中小企業は、自社の環境にオープンソースを選択す

るケースが圧倒的に多いです。McElheranら(2024年)の調査が指摘するように、スタートアップ企業の革新性と高

い成長性は、経済成長とダイナミズムにとって重要です。25 OSAIを優先していることは、特にOSAIの普及と影響が

大きいことを示しています。 



オープンソースAIの経済と労働力への影響 | 10  

図3. 企業規模とOSAIの採用との関連性 
 

 
 

 
図4. 企業規模とOSAI導入の選択との関係 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
大企業(従業員数250～10,000人以上)では1%～50%の範

囲でAI導入者の割合が最も高く、小企業（従業員数1

～249人)では50%～75%以上の範囲でAI導入者の割合が

比較的高くなっています。Source: The Linux 
Foundation (2024). 2024 Generative AI Survey. 
Data.world. 
https://data.world/thelinuxfoundation/2024- 
generative-ai-survey 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小規模企業(従業員1～249名)の回答者はオープンソー

スに対して非常に肯定的な意見を示したのに対し、中

規模企業（従業員250～9,999名)の回答者はオープン

ソースに対して肯定的な意見を示したものの、優先事

項とは考えていませんでした。大規模企業（従業員

10,000名以上)は、OSAIの利用選択に関して最も中立
的な意見を示しました。Source: The Linux 
Foundation (2024). 2024 Generative AI Survey. 
Data.world. 
https://data.world/thelinuxfoundation/2024- 
generative-ai-survey 

組織のAlコード

インフラの内、

オープンソース

からの割合 

ツールやモデルの

オープンソースの

性質が、組織内で

のその採用にどの

ように影響を与え

ているか 

あなたの組織の全世界の従業員数 

強く賛成：私たちはオープンソースの生成AIツールとモデルを優先しています 

 

 

 

賛成：オープンソースであることは有利な要因です 

 

 

中立：オープンソースであることは当社の決定に影響しません 

 

 

反対：私たちはオープンソースの生成AIツールとモデルの導入に慎重です 

 

 

 

強く反対：私たちはオープンソースの生成AIツールとモデルを避けています 

 

 

 

不明または未定 

あなたの組織の全世界の従業員数 

https://data.world/thelinuxfoundation/2024-generative-ai-survey
https://data.world/thelinuxfoundation/2024-generative-ai-survey
https://data.world/thelinuxfoundation/2024-
https://data.world/thelinuxfoundation/2024-generative-ai-survey
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オープンソースコミュニティの専門家の意見 

ハーバード•ビジネス•スクールのFrank Nagle准教授は、中小企業におけるOSAI導入の見通しについて尋ねられた際、 「過去の研究では、オープンソースは中小企業やスタート

アップ企業に大きなメリットをもたらすことが示されています。特に、関連するプロプライエタリソフトウェアよりもコストが低いことがその要因です。OSAIは、リソースに

制約のあるこれらの企業が最先端技術のメリットを最大限に享受できるようにし、競争の激しい市場で競争力を維持する上で役立つでしょう」と説明しました。30 

Matt Whiteも、PyTorch Foundationのエグゼクティブディレクター兼Linux FoundationのAI担当ゼネラルマネージャーとしての役割において、この傾向の証拠を見出し 

ています。 「データから見て取れるのは、中小企業が大企業よりもOSAIを導入している割合が高いことです。そして、それには十分な理由があります。限られたリソー

スで運営しているスタートアップ企業や中小企業にとって、オープンモデルは、ゼロから構築したり、独自のソリューションのライセンスを取得したりといった法外な

コストをかけずに、高度なAI機能を提供します。これにより、競争の場が平等になり、革新的な中小企業は、アクセス障壁に阻まれることなく、独自のアプリケーショ

ンに基づいて競争できるようになります。」  31 

 
 
 

 

OSAIの経済的利益 

まず、オープンソースの経済的影響に関する調査を紹介し、次に AI の影響を紹介して OSAI の利点を推測します。 

 
オープンソースの経済的影響 

オープンソースソフトウェア(OSS)が、コスト削減、生産性向上、イノベーションの促進といったメリットから、企業レベルで広く採

用されていることはよく知られています。Linux Foundation Researchの年次調査「World of Open Source」によると、2024年にコミ

ュニティはこれらの3つの効果をOSSの主要なメリットの1つとして挙げています。(図5及び6参照).
32 
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図5. イノベーション、生産性、コスト削減はオープンソースの最大のメリット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Source: The Linux Foundation (2024). 2024 World of Open Source: 
Global Spotlight. data.world. https://data.world/ 
thelinuxfoundation/2024-world-of-open-source-global-spotlight 

 
 

図6. オープンソースがコストを削減し、生産性を向上させ、イノベーションを促進する程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Source: The Linux Foundation (2024). 2024 World of Open Source: 
Global Spotlight. data.world. https://data.world/ 
thelinuxfoundation/2024-world-of-open-source-global-spotlight 

 

 
Lower cost of software ownership 

 
Improved productivity 

Less vendor lock-in 
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Make the organization a better place to work 

 
Facilitates innovation 

Lower cost of IT operations 

Improved security 

Less development time to market 

あなたの業界において、オープンソースが最も恩恵を受けると思われる分野はどの部分ですか？ 

あなたの組織において、OSSの利用は以下のようなメリットをどのくらいの頻度でもたらしていますか？ 

ソフトウェアの所有コストの削減 

 

生産性の向上 

 

ベンダー依存度の低減 

 

ソフトウェア品質の向上 

 

組織の働きやすい環境の実現 

 

イノベーションの促進 

 

IT運用コストの削減 

 

セキュリティの強化 

 

市場投入までの開発期間の短縮 

イノベーション 

業界標準と相互運用性 

生産性 

製造開発コストの削減 

透明性 

オペレーションコストの削減 

コラボレーション 

データシェアリング 

リスク管理 

規制遵守と法的コンプライアンス 

その他（詳細をご記入ください） 

不明または不明確 

https://data.world/thelinuxfoundation/2024-world-of-open-source-global-spotlight
https://data.world/thelinuxfoundation/2024-world-of-open-source-global-spotlight
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OSSのコスト削減に関して、ハーバード・ビジネス・スクールが2024年に実施した調査では、供給側（広く使用されているOSSを一度再作成

するコスト)で4.15億ドル、需要側（OSSが存在しなかった場合、企業が使用する各OSSを置き換えるコスト)で8.8兆ドルと評価されました。
19 研究者たちはまた、OSSが存在しなかった場合、企業は現在よりも3.5倍多くのソフトウェアコストを負担する必要があったと指摘してい

ます。別のアプローチを採用したChesbrough(2023)は、ビジネスリーダーに対しオープンソースのメリットとコストについて調査し、回答

者に代替案のコストを計算してもらいました。33 回答者の46%は、自社でコードを書き直す場合、OSSのコストの少なくとも2倍のコストが

かかると回答しました。Korkmazら(2024)は、760万のレポジトリにおけるGitHubの開発活動データにコスト推定モデルを適用し、2019年の

OSS投資額を378億ドルと推定しました。20 

 
特にヨーロッパに目を向けると、EU企業は2018年にOSSに推定10億ユーロを投資し、これはヨーロッパ経済に65億ユーロから95億ユーロの

影響を与えました。21 Korkmazら(2024)の調査結果と比較すると、2019年の米国の投資額は378億ドルであったのに対し、欧州の投資額はグ

ローバル投資の約3%に相当します(2018年末時点では10億ユーロ=11.4億ドル)。 
 

BlackDuckの2024年オープンソースセキュリティとリスク分析リポートによると、コードベースの96%に何らかのオープンソースコンポー

ネントが含まれています。34 
オープンソースがビジネスにおいてますます普及する中、Nagle（2018)は、補完的な能力(例：強力なIT技術専

門知識、IT集約型業務、またはIT関連産業に属する企業)を有する企業において、生産性への統計的に有意な正の効果が存在することを明ら

かにしました。17 

 
オープンソースはイノベーションを促進する可能性も秘めています。2023年の研究で、Wrightら（2023)は、GitHubにおける新規ベンチャー

の設立と参加状況を通じて、OSSと起業家精神の関係を分析しました。18 この分析では、GitHubへの参加が増加すると、翌年のその国の新規

技術ベンチャーの設立数が増加することが明らかになりました。また、OSSへの貢献は、社会的影響力のある活動に従事する高品質でミッ

ション志向のベンチャーの設立を促進することも示されました。この研究の結果は、OSSが起業活動と正の関連性を持っていることを示し

ています。 
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AIの経済的影響 

文献では、コスト削減、生産性向上、イノベーションの促進といった同じ経済的尺度を用いて、AI も市場に有意義な影響を与えると示唆

しています。 

 
学術界と業界の分析では、AIが生産性に与える影響が徹底的に測定されています。24,35-41 2024年のPwCレポートでは、AIの導入により2030年

までに世界のGDPが14%増加し、15.7兆ドルに相当すると推計されています。42 
この経済成長は、仕事の自動化と補完による生産性向上が一因

であると主張しています。ゴールドマン・サックスのHatziusら（2023)のレポートは、やや小さいものの同様の規模の影響を指摘し、AIの

労働力増強が10年間で世界GDPをほぼ7兆ドル増加させると推計しています。43 
McKinsey(2023)の3番目のレポートも、AIによる生産性向上

により世界経済が数兆ドル押し上げられると予測しています。37 
この報告書は、60を超えるユースケースにおいて年間の影響を分析し、

GDPに年間2.6～4.4兆ドルの増加をもたらすと推定しています。研究者は、AIが価値を提供する4つの主要な領域を特定しています：ソフト

ウェアエンジニアリング、マーケティングと販売、顧客オペレーション、研究開発。Lawsonら（2024)も、顧客サービス、コード生成、研

究(図7参照)など、AIの類似したユースケースを指摘しています (図7 参照) 。26 

 
図7. AIの主なユースケース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Source: Lawson, A., Hendrick, S., Rausch, N., et al (2024 November). 
Shaping the Future of Generative AI: The Impact of Open Source 
Innovation. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024 

あなたの組織における生成AIの主な活用シーンはどれですか？（1つ選択してください） 

プロセス自動化または最適化 

コンテンツ生成 

コード生成 

カスタマーサービスとサポート 

研究 

データ分類 

教育とトレーニング 

不正検出と防止 

ヘルスケア 

ストラテジックプランニング 

なし、生成AIは使用していません 

その他（詳細をご記入ください） 

不明または不明確 

https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024
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AIがソフトウェア開発に与える影響に焦点を当てた研究では、GitHub Copilotに関するさまざまな調査が、ソフトウェア開発者の生産

性向上を実証しています。2022年のGitHubの調査によると、このツールを使用する開発者の90%以上がタスクを完了する速度が向上し、

ツールを使用しない開発者よりも55%速く完了したとのことです。36 Copilotは開発者の速度だけでなく、88%の開発者が生産性向上を感

じ、回答者の過半数がツールによりより充実感を得られ、ストレスが軽減され、フロー状態を維持できると回答しています。36 

 
Faros (2024) による独自の分析でも同様の生産性向上が見られ、Copilotを使用するとコードのマージが50%高速化し、このツールを

使用した場合の運用までのリードタイムが 55%短縮されたことが示されています。38 この分析では、コードの品質とセキュリティが

向上したか、または安定していることも判明し、「コード品質への付随的な損害なしにリードタイムが 55% 改善されるのは驚異的な 

ROI である」と結論付けています。 
 

2024年のGitHub調査結果(前節で述べた97%の採用率を報告した調査)では、AIコーディングツールの使用による複数の生産性向上のメリ

ットが指摘されています。具体的には、開発効率の向上、コード品質の改善、ワークフローの効率化、およびスキルアップとオンボーデ

ィングの加速などが挙げられています。23 生産性の向上により、開発者は節約した時間をコラボレーションやシステム設計タスクに再投

資できるようになります。 

 
ソフトウェア開発者を超えて、NoyとZhang（2023)はChatGPTによる生産性向上効果を分析し、中堅層の大学卒業者を対象に調査を実施

しました。39  彼らの実験では、マーケティング担当、助成金申請書作成者、コンサルタント、データアナリスト、人事担当者、管理職

など、多様な職業の被験者を対象に、職業に関連する20～30分のタスク（プレスリリース作成、短報作成、分析計画作成、メール作成

など)を完了するよう求めました。被験者の半数はChatGPTを使用しました。その結果、ChatGPTを使用したグループは、対照グループと

比較して、執筆タスクの完了時間が40%短縮され、出力の品質が18%向上したことが判明しました。 
 

AIの採用は、企業にとってコスト削減と売上増加にもつながっています。Lawsonら（2024)の研究では、回答者にAIへの投資がどれほど売

上増加につながったかを推定するよう質問しています26。採用率が高い企業では、35％が実質的または大幅な売上増加を、さらに20％が中

程度の売上増加を経験しています（図8参照)。 



オープンソースAIの経済と労働力への影響 | 16  

図8. AI導入レベルとAIによる収益増加の関係 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Source: Lawson, A., Hendrick, S., 
Rausch, N., et al (2024 November). 
Shaping the Future of Generative 
AI: The Impact of Open Source 
Innovation. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation. 
org/research/gen-ai-2024 

 
2025年のMcKinseyのレポートでは、組織的なAIの導入によって、さまざまな事業部門でコストが削減されたことがわかりました。24  具体的

には、2024年後半には、回答者が6つの事業部門で50%を超えるコスト削減を報告しており、その内訳はサプライ チェーンと在庫管理で61%、

サービス業務で58%、戦略とコーポレート ファイナンスで56%、人事で56%、ソフトウェア エンジニアリングで52%、リスク、法務、コンプ

ライアンスで51% でした。 
 

Leeらによる2022年の研究では、AI導入の度合いと収益成長の関係が調査されました。44 その結果、企業の収益はAIへの一定レベルの投資

後にのみ増加することがわかりました。クラウドコンピューティングやデータベースシステムへの投資、そしてベンチャー企業特有の研究

開発戦略の追求は、AI投資と収益の関係にプラスの影響を与えます。これらの調査結果は、AIへのコミットメントのレベルが、AIがビジネ

スに与える影響に影響を与えることを示しています。さらに、Nagle (2018)の研究17と同様に、補完的な技術は収益成長において重要な役

割を果たします。 

 
AIは、生産のスピードと品質を向上させる能力があるため、イノベーションの鍵となるテクノロジーとも見られています。2024 年のデロ

イトの調査では、回答者の 46% が AI の主なメリットとして「新しいアイデア」と「イノベーションと成長」を挙げています。45 より具

体的に、Cockburn、Henderson、およびStern(2018)は、AIの応用例であるディープラーニングが「その分野におけるイノベーションのプロ
セスそのものの本質的な変化」をもたらす可能性があると指摘しています。46 研究開発の観点から、著者たちはAIが発見のプロセスを自動

化しつつ、研究課題の実現可能性と対応範囲を拡大する方法を議論しています。こうした機能により、AI ツールは研究手法を 

あなたの組織の生成AIへの投資のうち、どれくらいが売上増加に結びついていますか？（1つ選択してください）  

生成AIの採用状況をセグメント別にご回答ください。（1つ選択してください） 

合計 GenAIの採用が比較的少ない GenAIの採用が非常に高い 

大幅な改善 著しい改善 適度な改善 若干の改善 ほとんどまたは全く

改善なし 

https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024
https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024
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根本から変革し、労働集約的で日常的な業務から、大規模なデータセットに対する予測アルゴリズムの利用へと移行することを可能にす

る、と彼らは主張しています。このように研究成果の量と幅を拡大することで、より大きく、より迅速なイノベーションが実現するでし

ょう。 

 
OSAIの経済的影響 

OSAIの経済的影響については、いくつかの文献で議論されています。AI導入時のオープンソースが組織のコストに与える影響を分析した

研究もいくつかあります。 Lawsonら(2024)は、2つの異なる方法で回答者にOSAIのコスト削減について質問しました。26  まず、調査回答

者の66%が、OSAIはプロプライエタリAIよりも全体的なコストが低いことと回答しました(図9参照)。次に、ツールまたはモデルのオー

プンソースの性質が採用の決定に影響を与えるかどうか、またその理由を尋ねたところ、回答者の46% がオープンソース採用の正当性と

してコスト効率を挙げました(図10 を参照)。 

 
図9. OSAIの利点に関する合意 

 

 

Source: Lawson, A., Hendrick, S., Rausch, N., et al (2024 November). Shaping the Future of Generative AI: 
The Impact of Open Source Innovation. The Linux Foundation. https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024 

強く同意する 

以下の記述にどの程度同意しますか？（1行につき1つ回答してください） 

同意する 中立 不同意 

オープンソースAIは、AIの明るい未来

にとって不可欠です 

 

オープンソースAIは、独自開発のAIよ

りも全体的なコストが低くなります 

 

 

オープンソースAIのメリットは、潜在

的なリスクを上回ります 

 

オープンソースAIは業界標準となるで

しょう 

 

 

オープンソースAIは、独自開発のAIよ

りもリスクが低くなります 

 

 

オープンソースAIは、独自開発のAIよ

りも機能性が優れています 

 

オープンソースAIは、独自開発のAIよ

りも優れた性能を提供します 

強く不同意 分からないまたは確信がない 

https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024
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図10. オープンソースが採用決定に与える影響 
 

 

スマート発電所のオペレーション 52% 

コスト効率 46% 

セキュリティ  32% 

 

 

Source: Lawson, A., Hendrick, S., Rausch, N., et al (2024 November). Shaping the 
Future of Generative AI: The Impact of Open Source Innovation. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024 

McKinsey、Mozilla Foundation、および Patrick J. McGovern 

Foundation (2025)は、OSAIの導入に関する同様のメリットを発見しまし

た。16 彼らのグローバル調査では、回答者は OSAI を使用する最大のメリ

ットとしてコスト削減を挙げ、調査対象となった意思決定者の半数以上が、

プロプライエタリ AI よりも導入および維持コストが低いと評価しました。

同じグループは、OSAIがプロプライエタリツールよりも性能が優れており、

使いやすさも高いと指摘しました。GitHubの2024年調査でも、調査回答者

がオープンモデルを採用する要因としてコスト削減が重要な要素であるこ

とが明らかになりました。27 

 
他の研究では、OSAI がイノベーションに与える影響を調査しています。

McKinsey、Mozilla Foundation、および Patrick J. McGovern 

Foundation(2025)の報告書は、オープンモデルに関するコラボレーショ

ンが、冗長な開発を減らし、集団の勢いを生み出す、イノベーションを

加速する環境を提供する方法について述べています。18 モデルをオープ

ンソース化すると、コミュニティのコラボレーションが強化され、製品

の開発と品質が向上するため、イノベーションのスピードに影響を与え

る可能性があります。47 Linux Foundation の 2025 年のオープンスタ

ンダードに関する報告書でも、オープンで協調的な活動への関与は、特

許よりもイノベーションのより良い指標であるとの結論が示されていま

す。48 

 
YueとNagle(2024)は、Metaがディープラーニングフレームワーク PyTorch 

を Linux Foundationに貢献した事例研究を通じて、OSAIソフトウェアプ

ロジェクトが、単一の企業による一方的なガバナンスから非営利財団によ

るオープンガバナンスに移行した場合、ガバナンスの変更がイノベーショ

ンとコラボレーションに与える影響を検証しました。49 彼らは 3 つの傾

向を発見しました。Meta からの貢献が大幅に減少したこと、外部企業、

特にチップメーカーなどの補完的な技術の開発者からの貢献が大幅に増加

したこと、アプリ開発者などの PyTorch ユーザーからの参加に変化がな

かったことです。この結果は、オープンガバナンスが、より幅広い参加と

貢献の増加を促進し、業界をリードする OSAI ソフトウェアの開発におけ

る単一の企業の支配力を低下させることを示しています。 
 

ツールやモデルのオープンソースの性質は、組織内でのその採用にどのように影響

しますか？（1つ選択してください） 

強く賛成：私たちはオープ

ンソースの生成AIツールと

モデルを優先しています 

 

 

賛成：オープンソースであ

ることは有利な要因です 

 

 

中立：オープンソースであ

ることは私たちの決定に影

響しません 

 

反対：私たちはオープンソ

ースの生成AIツールとモデ

ルの採用に慎重です 

 

 

強く反対：私たちはオープ

ンソースの生成AIツールと

モデルを避けています 

 

 

 

不明または未定 

上記の質問に対するあなたの回答を説明する選択肢はどれ

ですか？（該当するものをすべて選択してください） 

https://www.linuxfoundation.org/research/gen-ai-2024
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オープンソースコミュニティの専門家の意見 

OSAI の経済的な影響について尋ねられたFrank Nagle氏は、自身の既存の研究でOSSの広範かつ大きな経済的な影響を指摘しました。同氏は、「AIが

普及し、標準的なソフトウェアよりも影響力が高まるにつれて、OSAIの経済的な影響は従来のOSSよりも大幅に大きくなる可能性が高い」と主張し

ています。30 

 
Matt White はその回答の中で、既知の OSS の影響と OSAI を比較しています。「オープンソースソフトウェアの経済的な影響は、OSAI の可能性を

如実に予見するものです。調査によると、オープンソースが存在しなかった場合、企業はソフトウェアに 3.5 倍の費用をかけることになるでしょ

う。オープンモデルでも同様の相乗効果が現れており、組織は、プロプライエタリな代替製品と比較して 60% 以上のコスト効率をすでに報告して

います。OSAI は、そうでなければ多くの組織、特にスタートアップ企業や研究所にとって経済的に手の届かない技術へのアクセスを民主化してい

ます。」31 

オープンソースソフトウェアの一般的な利点を AI の分野に当てはめて推定する：予測 

Hoffmann、Nagle ら（2024)が発見したように、オープンソースソフトウェア(OSS)が存在しなかった場合、企業は 3.5 倍のソフトウェア

費用を費やすことになるでしょう。19 これを AI 市場に適用すると、OSAI は同様の事業コストの削減に貢献する可能性があります。AI は

すでに一部の事業部門のコストを 50% 以上削減していますが、これに OSS による節約を合わせると、OSAI の導入により、Hoffmann、

Nagle らによる OSS の推定よりもさらに大きな節約につながる可能性があります。別の見方をすれば、AI は企業の収益増加に貢献すると

言えます。OSAI は、プロプライエタリ AI よりもコストが低いため、生産性の向上による収益の増加はさらに大きくなる可能性がありま

す。 
 

 
イノベーションに関しては、他のテクノロジー分野で見られたように、オープンソースは AI の普及と採用において間違いなく重要な役割

を果たすでしょう。McKinsey、Mozilla Foundation、Patrick J. McGovern Foundation のレポート(2025年)では、OSAI は 2 つの重要な

分野に影響を与えると予測しています。1 つは、プライバシー重視のエッジアプリケーションを動かす小規模な言語モデル、もう 1 つは

推論時間の計算能力が高い推論モデルです。16 これらの技術分野の進歩におけるオープンソースの役割は、AI の普及に大きく貢献する可

能性があります。なぜなら、どちらも AI の普及に欠かせない要素だからです。 
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労働力への影響 

AIが自動化によって広範な雇用喪失を引き起こすという憶測が飛び交っています。しかし、調査によると、必ずしもそうとは限らない、

あるいは少なくとも状況はもっと複雑であるということが明らかになっています。50 より短期的な見通しとしては、Linux Foundation 

が 2024 年に実施した技術人材に関する調査では、世界中の採用担当マネージャーを対象に調査を行った結果、2023 年および 2024 年

に AI によって組織の人員数が削減されたのは 5%に留まったことが明らかになりました。51 実際、これらの回答者は、AI は来年の人員

数にほとんど影響を与えないか、あるいは採用担当マネージャーが AI を人材採用優先分野と位置付けるため、実際には人員数が増加す

るだろうと予測しています（図11 および12を参照)。2025 年の調査の最新データも、この傾向が継続しており、AI を理由に人員削減を

行う組織よりも採用を行う組織の方が多いことを示しています。52 

 
図11. AIが組織の人員数に与える影響 

 

 

Source: Lawson, A. (2024, April). 2024 State of Tech Talent Report: Survey-Based Insights into the Current State of Technical Talent Acquisition, Retention, and Management Globally. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-jobs-report-2024 

生成AI（GenAI）は、あなたの組織の従業員数にどのような影響を与え

ましたか、または与えると考えられますか？（該当するものをすべて選

択してください） 

生成AI（GenAI）は、あなたの組織の従業員数にどのような影響を与え

ましたか、または与えると考えられますか？（該当するものをすべて選

択してください） 

GenAIは2023年に当社の人員数を削減しました 

GenAIは2024年に当社の人員数を削減する予定です 

GenAIは2024年に当社の人員数に影響を与えません 

GenAIは2024年に当社の人員数を増加させる予定です 

不明または未定 

GenAIは2023年に人員削減を実行し、 

2024年にも削減を継続します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GenAIは2024年の人員数に影響を与えず、

増加させません 
 

https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-jobs-report-2024
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図12. AIは人材配置の最優先事項 
 

 

 

Source: Lawson, A. (2024, April). 2024 State of Tech Talent Report: Survey-Based 
Insights into the Current State of Technical Talent Acquisition, Retention, 
and Management Globally. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-jobs-report-2024 

採用率が上昇し、AI が組織の基盤インフラにますます浸透するにつれて、

さまざまな研究が「AI は仕事の構造を変える可能性を秘めている」と指

摘しています。37 業務の自動化は、一部の職種やスキルセットに他の職

種やスキルセットよりも大きな影響を与えます。2025年のMcKinseyの報

告では、今後3年間でAIがサービス運営やサプライチェーンなど特定の分

野で従業員数を削減すると指摘されています。24 同様に、Hatziusら

(2023)は、AIが現在の業務の1/4を自動化可能であり、最も大きな影響を

受けるのは行政や法務の職種で、建設やその他の技能職では影響が低い

と推計しています。43 Eloundouら(2023)は、米国の労働者の19%が、職務

の50% 以上が AI の影響を受ける可能性があり、LLM を使用することで、

従業員は、品質を維持しながら、米国における全職務の約15%を大幅に迅

速に完了できると予測しています。53 

 
しかし、AIの導入が進んでいる分野では、必ずしも労働力の置き換えに

つながるわけではなく、むしろ仕事が拡大するでしょう。54 PwC の

「2024 AI Jobs Barometer」によると、AIの普及が進んでいる分野では生

産性の伸びが着実に増加しており、AIスキルを必要とする職種の給与は最

大 25% 高くなっています。55 これらの分野の労働者は、AI の活用方法

を学び、そのスキルを職場で身につけていく必要があります。56 

StephanyとTeutloff(2024)の調査によると、AIスキルは高いスキル補完性

を持つため価値が高い——つまり、労働者はこれらを多様な高価値スキルと

組み合わせることができる——ことが示されており、これらのスキルを持つ

労働者の賃金は平均21%増加するとされています。57 Hatziusら(2023)は、

ほとんどの職種はAIに部分的にしか影響を受けないことを示しています。

つまり、AIは労働者を置き換えるのではなく、業務を補完する役割を果た

すことになります。43 

 
OECD、Boston Consulting Group、およびINSEAD(2025年)による最近の調査

では、世界中の1,007社を対象に調査を実施し、AIのより広範な導入に必

要なスキルと専門人材の不足が指摘されました。58 調査では、回答者の

76%が、AIの導入において認証スキームに関する情報が役立つと回答しま

した。これは、企業が従業員に求める具体的なスキルを理解する上で課題

を抱えているためです。これにより、成功かつ持続可能なAI導入を実現す

るための課題が浮き彫りになりました。 

あなたの組織において、以下の技術分野のうち、技術部門の従業員が配置さ

れているものはどれですか？（該当するものをすべて選択してください） 

https://www.linuxfoundation.org/research/open-source-jobs-report-2024
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レポートによると、既存の学術資格はこれらの情報を提供するには不十分であり、候補者の能力を説明する新たな資格枠組みが必要とされ

ています。今後、これらのギャップを埋めるためには、関連するトレーニングと資格認定を創出するための官民連携が鍵となります。既存

の例として、機械学習で広く利用されているオープンソースソフトウェア(OSS)であるscikit-learnのプラクティショナー認定プログラムが

あります。59 

 
長期的に見ると、Hatziusら(2023)は、AIによる人件費の削減、新しい雇用の創出、生産性の向上により、パーソナルコンピュータなどの

歴史的なテクノロジーと同様の労働生産性の飛躍的向上につながるだろうと、モデリングによって予測しています。43 彼らは、10年間で世

界の生産性が1.4%向上すると予測しています。McKinseyの2023年のレポートでは、導入率と労働者の再配置に応じて、2040年までの年間労

働生産性の伸びは0.1%から0.6%になると予測しています。37 

 
ソフトウェア開発者に焦点を当てた研究では、Hoffmann、Boyselら(2024)は、GitHub Copilotがタスク配分への個人レベルの影響を調査しまし

た。60 彼らは、このツールの使用により開発者がプロジェクト管理から離れることができ、これらの活動が10%減少したことを明らかにしまし

た。その代わりに、開発者はコア コーディング タスクに集中でき、この活動が5.4%増加しました。また、Copilotによって開発者が新しいプ

ログラミング言語に触れる機会が増え、より高い給与を得る可能性が開けることも明らかになりました。前節で述べたように、ChatGPTなどの

ツールを使用する他の労働者の生産性が向上すると、タスクの配分が変化し、より影響力の大きい業務に費やす時間が増える可能性があります。
39 

業界別のAIの市場への影響 
 

AIの業界別分析は、そのグローバル経済への広範ながら非対称的な影響を認識するために有用です。例えば、McElheranら(2024)は、2018年

の ABSを分析し、米国の製造業、情報産業、医療産業がAIの利用率が最も高く、各産業の11%から12%の企業がAIを何らかの形で利用している

と報告していることを明らかにしました。25 一方、利用率が最も低い産業は建設業で4%であり、農業、鉱業、電力会社は6%未満と、ほぼ同じ

水準でした。 

 
2025年のMcKinseyレポートでは、2024年にAIの職場導入率が最も高かったのは、テクノロジー(88%)、プロフェッショナルサービス(80%)、先端

産業(79%)、メディアおよび通信（79%)でした。24  最も低いのは、ヘルスケア(63%)とエネルギーおよび素材（59%)でした。2018年のABSデータ

と 2024 年のデータを比較すると、2018年から現在に至るまでAIの導入がどのように進化、変化してきたかがわかります。重要なことは、AI 

の導入がすべてのセクターで大幅に増加していることです。 

 
次のセクションでは、ヘルスケア、農業、建設、製造、エネルギーの5つのセクターにおけるAIの市場への影響について考察します。この調査

では、これらのセクターが重要な日用品やサービスの提供において重要な役割を果たしており、世界経済に占める割合も大きいことから、詳細

な分析の対象としました。これらのセクターを合わせると、世界のGDPの44%を占め、世界中で約15億人の雇用を支えています。 
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ヘルスケア 

AIがヘルスケア分野において大幅な生産性の向上をもたらすことは、よく知られています。61 しかし、臨床分野ではその利用は、まだ実現

よりも将来の可能性の段階にとどまっているようです。2024年のTebra調査によると、医療従事者のうちAIを業務で活用しているのは10%に

過ぎず、50%が将来的な導入を検討しています。62 AIのヘルスケア分野での活用は、タスクの自動化や意思決定支援、診断支援、他の症状

の検出、病院の待ち時間やICU転送などの臨床結果の予測を通じて、臨床リソースの解放、コスト削減、効率化を実現する可能性がありま

す。62、63、64 2023年のMcKinseyレポートによると、グローバルな医療分野では、サプライチェーン、オペレーション、マーケティング、営

業、顧客対応という3つの分野を中心に、AIを業務全般に導入することで1,500億から2,600億ドルの価値を生み出す可能性があります。37 

 
ヘルスケアにおけるOSAIの価値については、いくつかの研究があります。Lawson(2024a)は、ヘルスケア分野では、サイバーセキュリティ

やクラウドなどの他の技術分野よりも、AIとMLがオープンソースの恩恵を最も受ける分野であると結論付けています(図13を参照)。65 
 

 
図13. ヘルスケア分野における主要なオープンソース技術 

 

2024 World of Open Source Survey, Q14, Q29, Q36, Sample Sizes = 59, 58, 54 Respectively 
 

1 Healthcare expenditure represented 10% of global GDP in 2022 and the sector employed 65 million workers worldwide in 2020; Agriculture represented 4% of global GDP in 2023 and employed 
892 million people worldwide in 2022; Current data suggests that construction represents 13% of global GDP and employs more than 100 million people worldwide; Manufacturing represented 
15% of global GDP in 2023 and employs 400 million people worldwide as of 2025; Energy rents (oil, natural gas, and coal) represented 2.1% of the world’s GDP in 2021 and employed 
41 million people across the globe in 2019 

Source: Lawson, A. (2024, December). 2024 Global Spotlight Insights Report: The Role of Open Source in Uniting Innovation, Collaboration, and Resilience Across Regions and Industries. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation.org/research/world-of-open-source-global-2024 
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OSAIは、リソースが限られていて、無料で柔軟なツールが重要な環境では特に魅力的です。66 2024年8月、Buckleyら(2024)は、Llama 3.1

モデルをOpenAIのGPT-4と比較する分析を実施し、Llama 3.1の性能がGPT-4と同等であることを確認しました。67 彼らの議論では、Llamaを

オープンモデルと定義し、研究結果を踏まえると、機関はプライバシーや性能を犠牲にすることなく、自社でローカルに実行するカスタム

モデルを構築する際、オープンソースソリューションの採用を開始できる可能性があると主張しています。 

 
Springer Natureの論説では、DeepSeekのDeepThink(R1)を例に挙げ、医療現場におけるOSAIのメリットについて解説しています。68 著者ら

は、コスト効率、スケーラビリティ、ファインチューニング能力など、オープンモデルの12の重要な要素を定義して、AIのオープン化が医

療分野にもたらすメリットを論じています。AIの自動化、検出、予測における臨床生産性の向上と組み合わせることで、オープンモデルを

利用して、ローカルデータでトレーニングされた、カスタマイズされた、費用対効果が高く、プライバシーを保護するソリューションを作

成できることで、収益の増加とモデルの精度が向上します。これらの組織レベルのメリットに加え、DeepThink などのモデルのオープンソ

ースのであるため、公開されているデータセットと統合することで継続的な学習が可能になります。これらのモデルは、医療分野における

最新の科学的研究や進歩に関する最新情報を常に把握し、モデルのパフォーマンスを向上させます。これらの機能を示すことで、著者は、

これにより、より迅速で低コストの発見が可能になると述べています。したがって、OSAIは、医療プロセスにおけるコスト削減の可能性を

提供すると同時に、医学の科学の進歩も加速させます。 

 
農業 

2023年のMcKinseyレポートは、AIが農業分野に与える影響を分析しています。37 このレポートでは、企業が主にマーケティング、販

売、ソフトウェアエンジニアリング、サプライチェーン、および業務にAIを適用した場合、この分野に400億から700億ドルの価値が

追加される可能性があることが明らかになりました。PwCのレポートは、2020年に、農業を含むいくつかの異なるセクターにおける

AIの主な活用事例の影響を評価するモデリングを実施しました。69 このレポートでは、ロボット工学、環境条件の精密モニタリング、

土地利用管理、作物のモニタリングなどの主な活用事例が挙げられています。これらの活用事例を組み合わせることで、世界のGDP

を0.2%から0.3%押し上げる可能性があることが明らかになりました。 

 
DeClerqら(2024)は、農業分野におけるAIの利用について調査し、AIは、農家にオンデマンドでアドバイスやトレーニングを提供し、機械

を制御し、データラングリングによる研究を推進し、言語の壁を乗り越え、農業の危機を監視することで、世界の食糧生産の課題に影響を

与える可能性があると結論付けました。70 

 
世界経済フォーラム(WEF)は、AIと分析モデリングの採用を「再生型農業」の重要な要素と位置付けています。再生型農業とは、農業の収

益を120%も増加させる新しい農業手法です。71 前述のように、AIにより、農家は高度なモニタリングシステムと予測分析を構築することが

できます。特に、WEFの推計によると、このようなAIの活用は、低所得国と中所得国の農業GDPを4,500億ドル以上増加させる可能性があり

ます。71 
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オープンソースコミュニティの専門家の意見 

建設業などの分野にデジタル労働力を提供するソフトウェア ソリューションである Briq は、業界固有のトピックや問題に基づいてソリュー

ションを微調整するためにオープン モデルを活用しています。78 AI は、タスクの自動化を通じてクライアントに重要なコスト削減をもたら

し、オープン モデルを使用することで、クライアントの特定のコンテキストとニーズに合わせてソリューションを最適化できます。 

 
BriqのCEO兼共同創業者であるBassem Hamdyは、「Briqのデジタルワーカーは、自然言語を理解するためにオープンソースのLLM（大規模言語
モデル）を活用し、意思決定を最適化するために機械学習を、そして数十のプラットフォームにわたるアクションを実行するために自動化エ
ンジンを使用しています。彼らは提出書類の読み取り、リスク文書の検証、給与計算の処理、さらには売上予測まで行うことができます。彼
らは人間の労働者の能力（見る、読む、考える、決定する、行動する）を再現し、プロジェクトエンジニア、コンプライアンス担当者、財務
アナリスト、リスクマネージャーとして機能します。彼らは単にコストを削減するだけでなく、企業の運営方法そのものを変革します。」 79 

低所得国にとって、コスト削減につながるオープンソース テクノロジーへのアクセスは、デジタル農業のメリットを享受するために不可

欠です。Semiosは、精密な作物のモニタリングと環境条件の追跡を行うオープンソースの農業ツールの一例です。72 このツールは、AI 昆

虫モニタリングツールにオープンソースのTensorFlowを使用しています。AI アシスタントFarmer.Chatは、Llamaモデルを活用して開発さ

れたツールのもう1つの例で、農家向けに地域に合わせたカスタマイズされたアドバイスを提供します。73 世界中の農家は、アドバイス費

用を最小限に抑えながら、これらのツールを導入できます。 

 
建設 

2023年のAIの経済影響に関するMcKinseyのレポートには、建設セクターの分析が含まれています。37 このレポートでは、企業がAIを主

にマーケティング、販売、製品の研究開発、サプライチェーン、およびオペレーション機能に適用した場合、AIによって業界は900億～

1,500億米ドル(収益の0.7%～1.2%)の成長が見込まれると予測しています。2021年のAdroit Market Researchの調査では、AIの主な活用

事例として、過去のプロジェクトを分析して遅延を予測し、リスクを特定し、スケジュールを作成し、ボトルネックを予測し、管理者

に積極的なアドバイスを提供することが挙げられています。74 アジア太平洋地域では、2025年のデロイトとオートデスクによる建設業

界に関する調査で、回答者の37%がすでにAIを利用しており、33%が将来の利用を計画していることが明らかになりました。75 

 
建設業界におけるAIの採用率は低いものの、データに基づく意思決定に依存していることから、AIを採用する上で有利な立場にあります。
76 最も成長が著しい市場はアジア太平洋地域であり、最大の市場は北米です。77 計画、設計、建築情報モデリングなどの建設事前段階にお

けるAIの活用は、業界全体で標準化されたアプローチを採用した新しい建築物を建設するために、オープンでアクセス可能な基盤モデルを

構築することの価値を示しています。 
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製造業 

McKinseyの分析(2023)によると、企業がAIを主に製品の研究開発、マーケティング、販売、ソフトウェアエンジニアリングの機能に適用し

た場合、AIは先端製造業を1,700億～2,900億米ドル押し上げるという結果が出ています。37 Lawson(2024a)は、AIはオペレーティングシス

テムに次いで、オープンソースの恩恵を最も受ける分野であると結論付けています。(図14参照)。65 

 
図14. 製造業における主要なオープンソース技術 

 

 
2024 World of Open Source Survey, Q14, Q29, Q36, Sample Sizes = 101, 99, 94 Respectively 

 

Source: Lawson, A. (2024, December). 2024 Global Spotlight Insights Report: The Role of Open Source in Uniting Innovation, 
Collaboration, and Resilience Across Regions and Industries. The Linux Foundation. 
https://www.linuxfoundation.org/research/world-of-open-source-global-2024 

 
このセクターでは、2020年のデロイトのレポートによると、年間11,812ペタバイトという膨大な量のデータが生成されており、このデータ

を処理・活用することで、製造ラインにおける意思決定プロセスが大幅に強化されます。80 例えば、スマート製造にAIを導入することで、

工場のタスク、注文管理、スケジューリングの自動化が可能になります。Heimburgerら(2024)は、生産および製造環境におけるAIの導入を

決定する要因を検証し、メンテナンス、品質管理、生産計画の各分野におけるこの技術の可能性について考察しています。 81 AIの製造分

野における潜在力は巨大です。2023年以降、製造業界のグローバルAI市場規模は$700億ドルを超えています。また、大多数の企業がこの技

術を同分野の成長とイノベーションの鍵となる技術と捉えています。80 しかし、この潜在力は依然として初期段階にあります。デロイトの

調査によると、AIを導入している企業は15%に過ぎず、残りは提案段階やパイロット段階にあります。80 
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エネルギー 

エネルギー業界も AI を積極的に取り入れており、世界中のエネルギーおよび電力会社の 4 分の 3 近く (74%) が、2023 年までに 

AI を導入または検討すると回答しています。82 

 
AIがエネルギー需要に与える影響： AIはデータセンターの電力需要に大きな圧力をかけています。83,84,85 このエネルギー需要の圧力

は、モデルソフトウェアの最適化、データセンターレベルでの新技術、またはより効率的なチップ向けに設計されたモデルなど、エネ

ルギー効率の高いソリューションへのイノベーションを必要とします。86 エネルギー効率を重視したAIインフラの構築は、AIのエネル

ギー需要の再定義を引き起こす可能性があり、これにより業界への影響は時間とともに減少する可能性があります。84,87 

 

 
AI がエネルギー事業に与える影響：AIは、エネルギー分野にも事業上の影響をもたらします。2023年のMcKinseyレポートによると、

顧客対応、マーケティング、販売などの事業機能にAIを導入することで、世界のエネルギー部門の収益は1,500億～2,400億ドル（業界

収益の1%～1.6%増)増加する可能性があります。37 

 
2020 年のPwCレポートでは、エネルギー分野における AI の影響も評価されています。69 このレポートでは、AIの主な用途として、エネル

ギー消費のモニタリング、エネルギー需要と供給の予測、分散型ネットワークの調整、資産の効率向上を挙げています。2030年までに世界

のGDPが1.6%～2.2%増加すると予測しています。レポートでは、スマートモニタリングによりエネルギーコストが削減され、経済活動が活

性化すると主張しています。また、分散型ネットワークの調整により供給量が拡大し、エネルギー部門の生産性が向上すると主張していま

す。 

 
オープンソースコミュニティの専門家の意見 

セクター別の影響について尋ねられた際、Frank Nagleは次のようにコメントしました：「OSAIが最も大きな影響を与えるセクターは、まず第一にソ

フトウェア開発です。この分野ではユーザーが既に技術に精通しており、既に大きな影響が表れています。第二に、製造業界です。オープンモデル

は、オペレーションプロセスに直接統合する柔軟性を提供し、大きな効果を発揮します。」 30 
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米国のエネルギー市場には、AI がこの分野の問題を解決するさまざまな可能性が数多くあります。原子力、電力グリッドの運用、炭素

管理、エネルギー貯蔵、エネルギー材料管理などの分野では、AI により、ライセンス取得プロセス、プラントの設計と導入、自律的な

運用と保守、排出量の予測、新素材の特定など、さまざまな業務が迅速化および円滑化されます。88 Argonne国立研究所が2024年に推定

したように、AIは新たなクリーンエネルギー分野における商用発電所の設計とライセンス取得スケジュールを約20%短縮する可能性があ

り、2050年までに数百億ドルのコスト削減効果が期待されています。88 

 
2024年のLF Energyのホワイトペーパーでは、エネルギー需要と供給の予測、エネルギーシステムの最適化、資産の信頼性とパフォーマン

スの管理、長期計画の策定など、AI の同様の活用事例について論じています(図15を参照)。89 このホワイトペーパーでは、これらの分

野にAIを活用することで、これらの業務に要する人材をAIに置き換えることでコストを削減し、生産性を向上させ、エネルギーシステム

に関する情報の幅と深さを向上させ、業務スピードを向上させることができると主張しています。しかし、このホワイトペーパーでは、

AIの業界での採用率が比較的低いことを指摘しています。その理由として、プライバシーや規制順守に関する懸念、AIの準備の不足、産

学連携の構築の難しさなどが挙げられています。これらの障害に対処するため、ホワイトペーパーでは、コラボレーションと標準化を促

進し、業界全体の競争前の基盤を構築することで、各プレーヤーが独自のソリューションを構築できるオープンソースツールの価値を指

摘しています。IEA は、「この技術は、スマートグリッドと、それが生み出す膨大な量のデータの同時成長をサポートする、独自の立場
にある」と主張しています。90 オープンモデルやツールを使用することで、グリッドの最適化と同じくらい迅速にエネルギー需要の圧力

を緩和することができます。 

 
図15. エネルギー分野におけるAIのユースケース 
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Source: LF Energy (2025, January). Unlocking AI’s 
Potential for the Energy Transition through Open 
Source. The Linux Foundation. 
https://lfenergy.org/unlocking-ais-potential-for- 
the-energy-transition-through-open-source/ データアクセス、デジタルツイン、およびAIイノベーションのための現実的なオープンベンチマーク 

最適化とシミュレーションの加速 需要と供給の予測 

https://lfenergy.org/unlocking-ais-potential-for-the-energy-transition-through-open-source/
https://lfenergy.org/unlocking-ais-potential-for-the-energy-transition-through-open-source/
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この分野では、OSAIの採用に抵抗が生じる可能性があります。GroopmanとLindstrom(2023)がマイクログリッド分野の分析で指摘する

ように、AIの革新的な応用は、エネルギーの配分と制御を管理する事業者にとって重要な差別化要因となります。そのため、これらの

事業者は、少なくとも当面は競争優位性を維持するため、独自技術を維持する方針を採用する可能性があります。92 

 
 

 

結論 

このレポートでは、OSAIの採用率、市場への影響、および労働力への影響に関するこれまでの調査と実証データをレビューしています。

エビデンスベースによると、AIツールの使用と採用はすでに普及しており、その採用の大部分はオープンソースが占めています。AIを使

用している組織の大部分はオープンモデルを採用しており、採用企業のコードインフラストラクチャの平均41%はオープンソースです。

採用は、特定の業界、地域、職業でばらつきがあり、オープンソースは中小企業にとって特に優先度の高いものです。 

 
OSAIの経済効果は、オープンソースソフトウェア(OSS)の経済効果の実例に基づいて予測することができます。調査によると、OSS の最

大のメリットは、コスト削減、生産性の向上、イノベーションの迅速化です。OSSが存在しなかった場合、企業は現在よりも 3.5倍もの

ソフトウェア費用を負担しなければならなかったでしょう。また、OSSの普及は生産性や起業家精神の向上と関連していることも文献で

明らかになっています。AIの経済的な影響を検証すると、生産性とイノベーションの向上により、GDPは数兆ドル(15 兆ドル42)も増加す

る可能性があります。ただし、その採用率はすべての業種で均一に高いわけではありませんが、医療、エネルギー、農業、建設、製造業 
 

 

 

オープンソースコミュニティの専門家の意見 

Alex Thornton、LF Energyのエグゼクティブ ディレクターは、この分野でのオープンソースの採用を促進する2つの主要な特徴として、コラボレーシ

ョンと透明性を挙げています。「OSAIは、AIとエネルギーの融合が直面する多くの課題に独自に対応するアプローチを提供します」と彼はコメントし

ています。「オープンソースのコラボレーションは、AIの計算能力とエネルギー効率において画期的な改善をもたらしてきました。OSAIが独自のアプ

ローチをコモディティ化していくにつれ、この傾向はさらに加速すると予想されます。エネルギーシステムにAIを適用する際、信頼は不可欠です。オ

ープンソースは、デジタルサプライチェーンにおける極めて高い透明性と信頼性を通じて、この必要な信頼を実現する唯一の手段です」 91 
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などでは大きな潜在性を示しています。労働力への影響をみると、AIは仕事の代わりとなるのではなく、タスクの補完役として機能する

可能性が高く、AIを活用するためのスキルはより高い賃金を要求するようになるでしょう。 

 
このレビューでは、OSAIの経済効果に関する理解に重大なエビデンスのギャップがあることが明らかになりました。AIの経済効果に関す

る理解を深めるため、OSSの経済価値を定量化するためにこれまで使用されてきた計量経済学的手法を活用し、以下の将来の研究の方向

性を提案します。具体的には、以下の研究を行うことを推奨します。: 
 
 
 

1. OSAIの採用（特にオープンモデル)がAI市場全体の成長に与える影響を調査し、補完的なイノベーシ

ョン、サービス、アプリケーションを含むがこれらに限定されない影響を分析する； 

2. OSAIインフラへの投資の経済的リターンを測定し、オープンモデル、データセット、関連コンポーネン

トへのリソース配分を検討する政策決定者および組織の意思決定者に対し、洞察を提供する。 

3. OSAIの採用と新規事業の創出、特許出願、研究開発の効率化などのイノベーションとの関係を検証する。 

4. 組織規模、セクター、地域ごとに、オープン AI ソリューションとプロプライエタリ AI ソリュ

ーションの実装コストの差を測定する。 

5. オープンモデルの採用による、さまざまな業務やセクターにおける労働者の生産性および満足度への
影響を定量化する。 

 

 
これらの質問に関する実証的証拠は、OSAI、特にオープンモデルの導入と経済効果について、より包括的で証拠に基づく理解を深めるこ

とに貢献し、最終的には、OSAI に関する将来の投資、政策、導入の決定の指針となるでしょう。 
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